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論 文 内 容 の 要 旨 
n 次元双曲空間の Coxeter 多面体とは、そのすべての面角がπを２以上の整数で割った形で表される n
次元の凸多面体のことである。Coxeter 多面体 P の余次元１の面を含む超平面に関する鏡映変換で生成さ
れる群は、P を基本領域に待つ双曲空間の等長変換群の離散的部分群となることが知られており、この群
は双曲 Coxeter 群と呼ばれている。多面体が compact のとき、群を cocompact であるという。 
無限 Coxeter 群の growth series が有理関数となることは、Steinberg の結果により知られており、そ
の結果、growth series の収束半径の逆数で定義される growth rate は代数的整数となる。本論文の焦点
は、cocompact な双曲 Coxeter 群の growth rate の数論的性質についてである。Cannon、Wagreich、Parry
は、２次元双曲空間と３次元双曲空間における cocompact な双曲 Coxeter 群の growth rate が Salem 数
となることを示した。一方、４次元双曲空間の cocompact な双曲 Coxeter 群の growth rate は一般には
Salem 数ではないことが知られている。 
一方、Salem 数の一般化の一種として、Kerada は j−Salem数（j は１以上の整数）を定義し、T.Zehrt
と C.Zehrt は growth function の分母多項式の根の分布が 2−Salem数の最小多項式の根の分布と同一と
なるような cocompact な双曲 Coxeter 群の無限系列を 4 次元双曲空間の Coxeter garlands を構成するこ
とにより得た。彼らの手法と結果に触発され、本論文の主結果として、我々は４次元双曲空間の Coxeter 
dominoes を構成することにより、growth rate が 2−Salem数となる双曲 Coxeter 群の無限系列を構成し
た。この Coxeter dominoes とは、Schlettwein により求められた compact な totally truncated Coxeter 
simplex をいくつか用意し、その余次元１の直角面に関して合同な面同士を貼り合わせることにより新た
な compact な Coxeter 多面体を構成するというものである。また、本論文では、前述の Coxeter garlands
の無限部分列の growth rate が 2−Salem数となることについても証明した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
距離空間に等長的に作用する離散群 G で、その基本多面体 D の体積が有限のものを考える。多面体 D
の面を対にする G の元全体は G の生成系 S を成し、(G,S)の Cayley グラフにおいて単位元から距離 n に
ある G の元の個数 a(n)の母艦数を(G,S)の growth 関数という。これは多面体 D の G 軌道によるタイル張
りが空間全体に広がるスピードを測る関数である。またこの関数は複素平面上原点の近傍で収束し、その
収束半径の逆数は a(n)の指数的 growth に一致する。この数は growth rate と呼ばれ、その数論的性質に
ついて近年活発に研究が行われている。特に双曲 Coxeter 多面体の面の鏡映変換全体を生成系 S とする
Coxeter 群 G の growth 関数は、Coxeter 図形から計算可能な整数係数の有理関数の原点におけるテイラ
ー展開に一致することが知られており、その growth rate は代数的数になる。例えば余コンパクトな２次
元及び３次元双曲 Coxeter 群の growth rate は Salem 数になること、余体積有限な２次元双曲 Coxeter
群の growth rate は Pisot 数になることなどが知られている。本論文では Salem 数の一般化である
2-Salem 数が、具体的な余コンパクトな 4 次元双曲 Coxeter 群の無限系列の growth rate として実現さ
れることが示されている。この結果はこれまで低次元でしか知られていなかった growth rate の数論的性
質が、高次元にも現れたことを示す新しい知見で非常に興味深い。今後さらに高次元や余体積有限な双曲
Coxeter 群の場合などへの広がりが期待できる結果と思われる。よって本論文は、博士（理学）の学位を
授与するに値するものと審査した。 
